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研究成果の概要：日本列島に広く分布するブナは光合成窒素利用効率、窒素生産力、窒素滞留

時間、夏場の蒸散速度、水利用効率、リター分解速度、摂食機能群ごとの葉の食害度など様々

な機能的性質に地理的な変異を持つことが明らかとなった。これらの形質は遺伝的にも固定さ

れていると考えられることから、現在のブナ林生態系は環境変動に対してある程度可塑的に応

答するものの、温暖化など急速な変化に対しては脆弱な側面もあると考えられた。 
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１．研究開始当初の背景 
 地球温暖化や大規模な人為攪乱により各
地域固有の生態系が崩壊しつつあるといっ
ても過言ではない。生物多様性がもっとも集
中し、かつ生産の大部分を担う森林の林冠部
と分解を担う地下部において葉の質の違い
を起源とした生食連鎖と腐食連鎖の関係を
明らかにすることは極めて重要であるが、遺
伝的に固定された形質を元に地理的な勾配
を明らかにした研究はほとんどない。 
 
２．研究の目的 
 生産者の葉の形質変異に基づいた森林群

集の生食連鎖と腐食連鎖応答を、環境勾配に
対する生産者の生理的応答とともに地理的
なスケールで明らかにすることが本研究の
目的である。 
 
３．研究の方法 
 遺伝的に形質の異なる複数地域のブナ林
を対象に、林冠に直接アクセスする施設等を
用い、生物多様性と生態系機能の関係を地理
的スケールでのパタン解析だけでなく、その
メカニズムを実験的にも明らかにする。 
 
 



４．研究成果 
 東北日本のブナは南西日本のそれと比較
して、１）葉の窒素含量が低く、光合成窒素
利用効率が高い、２）窒素生産力が高く、窒
素滞留時間が長いため、固体全体の窒素利用
効率も高い、３）夏場の樹液流が多く水利用
効率が低い、４）咀嚼性昆虫による食害度が
高い、ことが明らかとなり、これらの形質は
遺伝的にも固定されていると考えられた。ま
た、リターの分解速度はその場の環境条件よ
りむしろ葉の質の違いに影響されているこ
とが明らかとなった。これらのことから現在
のブナ林生態系は、環境変動に対してある程
度可塑的に応答するものの、温暖化など急速
な変化に対しては脆弱な側面もあると考え
られた。 
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